
問合せ先 

第八管区海上保安本部  

警備救難部救難課 佐々木・高橋・五島 

ＴＥＬ ０７７３-７６-４１００  

（内線 ３２５１・３２５３・３２６１） 

 

 

 

 

平成３１年４月２３日 

第 八 管 区 海 上 保 安 本 部 

 
 

 
マリンレジャーシーズンに備え、管内潜水士合同訓練 
～ 迅速かつ的確な救助活動を行うために ～ 

 

 本格的なマリンレジャーシーズンを迎えるにあたり、救助能力を一層強化し、
海難事故に迅速かつ的確に対応するために、巡視船おき、巡視船えちぜんの
潜水士が下記のとおり合同訓練を実施いたしますのでお知らせします。 

 

１ 日時 
  令和元年５月８日（水） 午後１時００分から午後４時３０分 
（※ 要救助船への移乗・脱出訓練は午後１時１５分から午後１時４５分の間） 
 
２ 場所 
  舞鶴港西港第１区第３埠頭 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 訓練参加船艇 
境海上保安部   巡視船おき 
敦賀海上保安部 巡視船えちぜん 
 
４ 訓練内容 

巡視船おき 

巡視船えちぜん 



        

・要救助船への移乗、脱出訓練 
・合同潜水捜索訓練 
 

【訓練イメージ】     
要救助船への移乗訓練           合同潜水捜索訓練 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ その他 
事案対応や天候等の理由により、訓練中止または訓練内容を変更するこ
とがあります。 
取材を希望される方は、５月７日（火）午後４時までに左上の連絡先までお
知らせください。 
また、当日取材される方は、午後１時１５分から午後１時４５分の間にお越
しください。 
なお、当日は、ドローンによる空撮等を行う予定であり、ご要望がございま
したら、後日映像を提供いたします。 



【問合せ先】 

第八管区海上保安本部  

海洋情報部 監理課長 

             浅野 普一 

ＴＥＬ ０７７３-７６-４１００ （内線２５１０） 

 

 

 

平 成 ３ １ 年 ４ 月 ２ ５ 日 

第 八 管 区 海 上 保 安 本 部 

 

 

 

海洋状況表示システム運用開始 

～「海しる」～ 海の今を知るために ～ 

 
海上保安庁では「海洋状況表示システム（愛称：海しる）」の運用を

平成３１年４月１７日（水）に開始しました。 

これにより、従来の「海洋台帳※」にリアルタイム情報が加わり、よ

り広域な情報を活用できるようになりました。 
 

「海洋状況表示システム」は、従来の海洋台帳に加え 

 人工衛星画像や気象・海象情報など、リアルタイム情報に対応 

 より広域な海域の情報を表示 

などが強化され、情報項目も従来の約２倍の海洋情報を扱うことができます。 

 活用例は、別紙のとおり。 

※海上保安庁では海洋情報を収集し、活用するためのインフラとして「海洋台帳」を公開

しており、様々な海洋情報の中から必要とする情報を取捨選択し同一の画面に表示する

ことで海域の状況を容易に把握できるシステムを運用しておりました。 

 

海洋状況表示システム 

https://www.msil.go.jp/ 
 

キャッチコピー「海の今を知るために」 

愛称「海しる」 

 

 

 

【同システムに係る詳しい問合せ先】 

海上保安庁海洋情報部海洋情報課 

課長補佐 狭間徹（TEL 03-3595-3612） 



①レジャーに活用したい

②釣りに活用したい

海水浴場、マリーナの位置に風予報と波情報
を重ね合わせ、おでかけ場所の検討に

表面水温に海流を重ね合わせ、漁場の参考に
潮汐情報もリンクから一発

海水浴場

海岸写真

潮汐

海潮流

水温

マリーナ

風

別紙

波浪



③海運に活用したい

④防災に活用したい
インフラ施設に、ＥＳＩや気象情報（気象衛星、風予報、
降水ナウキャストなど）を重ね合わせ、災害の備えに

港湾情報に船舶通航量、海流など海象・気象情報を
重ね合わせ、海上物流の効率化に

海潮流

通航量

港湾

風

油保管施設

風

海上保安庁
事務所

環境脆弱性指
標（ＥＳＩ）



関係省庁・機関

海洋状況表示システム

内閣府総合海洋政策推進事務局
海 上 保 安 庁

https://www.msil.go.jp/

背 景

ご利用の前に

お問合せ先

内閣官房

内閣府

文部科学省

農林水産省水産庁

経済産業省資源エネルギー庁

国土交通省

国土交通省国土地理院

国土交通省気象庁

国土交通省海上保安庁

環境省

防衛省

国立研究開発法人防災科学技術研究所

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構

国立研究開発法人海洋研究開発機構

大学共同利用機関法人

情報・システム研究機構国立極地研究所

国立研究開発法人水産研究・教育機構

国立研究開発法人産業技術総合研究所

国立研究開発法人

新エネルギー・産業技術総合開発機構

独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構

国立研究開発法人国立環境研究所

「海しる」についての問合せ

海上保安庁海洋情報部

〒100-8932

東京都千代田区霞が関3-1-1

中央合同庁舎第４号館

E-mail  kaiyogis@jodc.go.jp

URL     https://www.msil.go.jp/

海洋状況把握（MDA）についての問合せ

内閣府総合海洋政策推進事務局

〒100-8914

東京都千代田区永田町1-6-1

霞が関東急ビル16階

Tel    03-6257-1767

URL https://www8.cao.go.jp/ocean/

「海しる」は Internet Explorer 11、Google Chrome で正常に動作することが確認されています。

ご使用のブラウザによっては一部機能の利用に制限がある場合がございます。詳細については操作説

明書をご確認ください。

また、ご所属の組織によっては、独自のセキュリティが設定されている場合がございます。動作確

認済みのブラウザにもかかわらず正常に動作しない場合には、ご所属の組織のシステム管理者にセ

キュリティの設定状況をご確認ください。

2019.4.9

平成28年7月の総合海洋政策本部決定及び平成30年5月閣議決定された第3期海洋基本計画に基づ

き、海上保安庁では、我が国の海洋状況把握（MDA）の能力強化に向けた取組の一環として、海洋情

報を集約・共有するための情報サービス「海洋状況表示システム」（海しる）を運用しています。

「海しる」は、海上安全、自然災害対策、海洋環境保全、海洋産業振興といった様々な分野での利活

用を目的として、内閣府の総合調整のもと、関係府省及び政府関係機関が保有する様々な海洋情報を

集約し、地図上で重ね合わせて表示できるよう構築した情報サービスです。

※MDA：Maritime Domain Awarenessの略。関係政府機関の連携を強化し、国の防衛、安全、経済、環境に

影響を与える可能性のある海洋に関する事象を効果的に把握する取組のこと。



「海しる」とは 掲載情報

① アニメーション表示 ② 計測・作図 ③ テーマ別マップ

「海洋状況表示システム」（海しる）は、“海の今を知るために” さまざまな海洋情報

を集約し、地図上で重ね合わせ表示できるようにした情報サービスです。

政府及び政府関係機関が収集・提供している海洋情報を一元的に利用いただくことが

できます。日本の周辺海域のみならず、衛星情報を含む広域の情報を掲載するととも

に、気象・海象のようなリアルタイムの情報も掲載しています。船舶の運航管理や

海域名称
島名、海域名、海底地形名

地形・地質
水深、底質、海底地質図

地理境界
市区町村界、
直線基線、領海外縁線

海象
水温、海流、潮流、潮汐、
波、塩分、海氷

気象
天気図、風、落雷、
気象・海象観測情報、
気象衛星画像、
船舶気象通報

安全
航行警報、
水路通報(小改正を除く)、
米軍演習区域、
海上分布予報

海事
海上保安部署等、灯、
港則法適用港、港湾、漁港、
海交法航路、港則法航路、
沈船、海底障害物、
指定錨地、検疫錨地、
水路測量特級区域、
船舶通航量

防災
強震動情報、海域火山DB、
海底地殻変動情報、
津波防災情報図図郭、
海岸線種類(環境脆弱性指標)、
ESIマップエリア、
排出油等防除計画資料、
海岸アクセス道

インフラ・エネルギー
海底輸送管、海底ケーブル、
海上構造物、
取水施設（取水口）、
火力発電所、
洋上風力発電（実施・計画）、
洋上風力ゾーニング基礎情報

海洋生物・生態系
自然環境保全地域、
ラムサール条約登録湿地、
ウミガメ産卵地、
海獣類生息地、哺乳類生息地、
鳥類生息地、
鳥獣保護区（国指定）、
マングローブ、湿地、藻場、
干潟、珊瑚礁、閉鎖性海域、
生物等の脆弱性評価

水産
漁業権区域、保護水面

海域利用
海水浴場、潮干狩り場、
マリーナ

海域保全
史跡、名勝、天然記念物、
国定公園、国立公園、
海域公園、投棄区域、
海岸保全区域、
低潮線保全区域、海ゴミ

航空写真等
航空写真、港湾写真、
海岸写真

経緯度・グリッド
経緯度線、経緯度メッシュ、
標準地域メッシュ、
東京湾グリッド、
UTMグリッド

背景図
地理院地図、海底地形図、
白地図、公共地図

https://www.msil.go.jp/

情報を選択し、

地図上に重ね合わせ

「海しる」では、現在の情報だけでなく、未来

と過去の情報も見ることができます。タイムス

ライダーを操作して、重ね合わせたリアルタイ

ム情報を時間移動させたり、アニメーション表

示させることができます。

地図上で距離や面積を計測したり、図形やテキ

ストを入力することができます。作成した図形

はファイルに保存することもできます。また、

大圏航路（測地線）に沿った作図・距離計測に

も対応しています。

マリンレジャー、漁業等の利用シーンに合わせ

て、必要な情報がすぐに見られるよう、ワンク

リックで利用できるテーマ別マップを用意して

います。

海上風
（予測値）

海氷情報

海流

地理院地図

漁業、防災、海洋開発といった利用シーンを想定していますが、用途はそれだけに限りません。皆さん

の自由な発想で、さまざまな海洋情報を組み合わせた自分だけの地図を作ってみましょう。

使いたい
シーンを
クリック！

海面水温

天気図

航行警報

地理院地図

海洋に関連するさまざまな情報を集約！

広域性・リアルタイム性の高い情報も充実！

掲載情報は200項目以上！

再生ボタンを
クリック！



 
 
 
 
 
 
 

ゴールデンウィーク中のマリンレジャーを安全に！ 
～ＧＷにおける海の安全推進活動について～ 

 

ゴールデンウィーク期間中は、マリンレジャー活動の活発化に伴い、海難が多発します。今年のゴールデ

ンウィークは１０連休となっており、例年以上に海難が増加することが予想されます。 

なお、第八管区海上保安本部管内では、船舶海難の６割以上がゴムボートやモーターボートによる事故で、

人身海難の６割以上が釣り中の事故です。特に、中京・阪神、山陽地方（管外）からの来訪者による事故が

多くなっています。また、前年のゴールデンウィークには、京都府舞鶴市沖でモーターボートが転覆し、乗

船していた男性２人がいずれも死亡して発見される海難が発生したことから、ゴールデンウィークにおける

海の安全推進活動に力を入れていきます。 

［ＧＷ安全推進活動期間：平成３１年４月２７日（土）～５月６日（月）］ 

 

マリンレジャーを楽しまれる方は、次の事項に注意！ 

◇ プレジャーボート：航行時、常時見張りの徹底など「自船の安全確保３か条」の実践［資料１］ 

小型船用携帯マリンハザードマップの活用［資料２］ 

◇ 釣り人：出かける前や釣り中における気象・海象情報の入手 

◇ マリンレジャー全般：自己救命策３つの基本 

ライフジャケットの着用、連絡手段の確保、海の緊急通報１１８番 

◇「海の安全情報」の活用、緊急情報配信サービスへの登録［資料３］ 

（事前に登録されたメールアドレスに海上保安庁が発表する緊急情報や気象庁が発表する気象警報・注意報等の情報がメール配信されます。） 

 

第八管区海上保安本部の主な活動内容 

◎ プレジャーボートの事故防止 

出航前の早朝現場指導、海上における海難防止指導（特にミニボート、ゴムボート等） 

◎ 釣り中の海難防止 

釣具店・釣り場等における海難防止指導、遊漁船等への安全啓発 

◎ 旅客船等の海難防止 

遊覧船や旅客船等の安全点検、海難防止指導 

 

ＧＷ期間中のマリンレジャー活動に伴う海難の特徴 

 

☆ 船舶海難の６割以上は、ゴムボート,モーターボート事故！（管外居住の船長による事故が６割以上） 

  船舶海難の内訳は、運航不能（64％）、転覆（18％）、乗揚 

☆ 人身海難の６割以上が、釣り中の事故！（管外居住者による事故が５割以上） 

  釣り中の事故内容は、帰還不能（55％）、海中転落（36％） 

問合せ先 

第八管区海上保安本部 

交通部安全対策課 近藤・増田 
ＴＥＬ 0773-76-4100（内線2640･2641） 

平成 31 年４月 25 日 

第八管区海上保安本部 

[活動予定：資料４、昨年の活動状況：資料５] 

[ＧＷ期間中の海難状況：資料６－１、６－２、ＧＷ期間中に注意が必要な事故の事例：資料７] 



海上保安庁

小型船舶の船長さんへ

以下の３つの事項を実践して、自船の安全を確保しましょう！

自船の安全確保３か条
その１　発航前、機関や燃料等の点検の実施
その２　航行時、常時見張りの徹底
その３　故障時に備え、救助支援者の確保

発航前 … 機関や燃料等の点検の実施
　発航前は、船体とエンジン周り、燃料の量、
バッテリーの状態を点検するとともに、最新
の気象・水路情報等を入手しましょう！

航行時 … 常時見張りの徹底
　航行時は、他の船舶の動向や浅瀬・定置網など
周囲の水域の状況を継続して把握する必要がある
ことから、常時適切な見張りを実施しましょう！

故障時に備え … 救助支援者の確保
　事故で最も多いのが機関故障！発航する際は、
万が一の機関故障の発生に備え、仲間の船やマ
リーナ等の救助艇による救助体制をあらかじめ確
保しておきましょう！また、併せて入航時刻等を
家族やマリーナ等へ連絡しておきましょう！

※ 水上オートバイは民間救助組織の対象外の場合がありますので注意しましょう。



故障時に備え、救助支援者の確保を！

　海での事故は、燃料欠乏などの小さなものと思っても、その後、潮流や風の影響で、
転覆したり浅瀬に乗揚げるなど、人命や財産に関わる痛ましい事故に発展する可能性が
あります。

　事故を防ぐには、「自分の命は自分で守る」という意識を常に持ち、万が一の時には
すぐに助けを求めることができる方との連絡設定や定時連絡などがとても重要です。

　自分は事故に遭わないだろうではなく、自分の命を常に守るように心がけましょう‼

１ 発航前の仲間や家族への連絡 ２ 定時連絡の実施

３ 救助要請 ４ 救助完了

これから出発します。
行き先は○○、○時頃
には戻る予定です！
もし、トラブルが発生
したら連絡します！

仲間の助けを
呼ぼう！　

予定通り○○で釣りを
しています！
○時頃帰る予定です！

そろそろ帰るか！
あれ⁉エンジンが
かからない！

海へ出る前に気象状況等をチェック！
　海上保安庁では、「海の安全情報」を提供

しています。各地の風向、風速、波高など

の海象や海上工事などの情報が入手できま

す。スマートフォン用サイトでは地図上で

自船の位置も確認できます。

スマートフォン用サイト 携帯電話用サイト

パソコンやスマートフォン、携帯電話から簡単にアクセスできます。 海の安全情報 検索で

よかったー！









資料４

部署 活動日 活動内容

4月21日 小型船舶の団体による航行安全対策会議

4月26日 東尋坊観光遊覧船安全点検※

4月17日 遊漁船業者に対する海難防止講習

4月20日 海上安全指導員との合同パトロール ※

4月中旬～ マリーナ、貸しボート店への訪問指導 ※

4月下旬～ 行政チャンネルへの海難防止啓発記事掲載

4/27～5/6 釣り人及びプレジャーボートに対する早朝海難防止活動 ※

4/27～5/6 県外自治体ＳＮＳによる来訪者への啓発記事掲載

4/27～5/6 電光掲示板への海難防止啓発記事掲示

4/27～5/6 マリーナへの訪問指導、ミニボートに対する海難防止指導 ※

4月20日 うみんぴあ大飯マリーナに対する海上安全講習会

5月5日 「はたらく乗り物大集合!」(小浜市主催)で海難防止啓発 ※

実施済 自治体広報誌への事故防止啓発文掲載依頼

4/22～4/24 FM放送を活用した事故防止の呼びかけ(FMまいづる、FMいかる、FMたんご）

実施済 官公庁テレメーターシステム表示板への表示依頼

4/27～5/6
漁業無線局からの海難防止放送（漁船船長に対して、来訪者が操船するプレジャーボートが多く
出港していること等について注意喚起を行う）

4/9以降適宜実
施

釣具店・マリーナ・コンビニ等へのポスター掲示、リーフレット配布等

4/27～5/6 巡視船艇の配備（マリンレジャー活動期の巡視船艇の配備、現場指導）

4月22日 遊覧船の安全点検及び海難防止指導 ※

4/9以降適宜実
施

マリーナ所属船への事故防止活動（マリーナに対し、所属船への安全指導依頼及び同指導実態調
査を実施する）

5月6日 経ケ岬灯台一般公開に合わせた啓発活動 ※

4月下旬 観光船安全点検（近畿運輸局京都運輸支局と合同） ※

4/下旬～5/下
旬

管内マリーナ、釣具店に対する海難防止啓発

4/下旬～5/下
旬

巡視艇及び陸行班によるミニボート、釣り人に対する現場指導

香住 4/27～5/6 海上安全指導員との合同パトロール（期間中うち２日間の予定）

4/20～26 小型船安全協会との合同パトロール、釣具店・マリーナへの海難防止啓発

4月25日 「DARAZ FM」へ出演し海難防止啓発 ※

4月26日 「FMいずも」へ出演し海難防止啓発 ※

4/27～5/6 漁業無線局から海難防止啓発文を放送

5/11or12 小型船安全協会との合同パトロール

4/27～5/6 船艇による安全指導

4/27～5/6 巡視船ライトメールによる周知啓発

4/27～5/6 隠岐汽船フェリー船内放送＆フェリー船内リーフレット掲示

4月25日 浦富海岸の遊覧船の安全点検（中国運輸局鳥取運輸支局と合同） ※

4/26～5/6 漁協、釣具店、遊漁客等への海難防止啓発 ※

4/17～5/6 ライフセービングクラブとの連携活動

4/16～5/6 アクティビティー団体等に対する海難防止啓発、指導 ※

4/15～5月中 教育委員会と連携し、管内小中・高校生に対する海難防止啓発、指導

5月11日 尾道海技学院船舶免許更新講習における海難防止啓発、指導 ※

4月23日 釣具店等、観光遊覧船への海難防止啓発

4月25日 観光遊覧船への海難防止啓発

4/22～4/24 漁協、釣具店、マリーナへの海難防止啓発 ※

4/27～4/30 早朝における釣り人への安全指導後、海上安全指導員との合同パトロール ※

4/27～5/6 船艇による安全指導 ※

4/27～5/6 巡視船ライトメールによる周知啓発 ※

4/27～5/6 漁業無線局から海難防止啓発文を放送

5月11日
ＪＭＬ中国実施の免許更新講習会に合わせた海難防止講習及びＢ＆Ｇ三隅海洋センター小学生カ
ヌー教室開講に合わせた海難防止講習

※

4/20～5/6 プレジャーボートに対するライフジャケットの着用指導（ヘリからマイクで呼びかけ）

4/20～5/6 機動救難士の潜水訓練等に併せ、釣り人等に対する海難防止啓発

※は取材可能な活動です。

小浜

平成３１年度ＧＷにおける各保安部署の活動予定

福井

敦賀

美保

鳥取

隠岐

浜田

舞鶴

宮津

境



資料５ 

平成３０年ゴールデンウィーク期間中の活動状況 

 

１ 現場での安全指導 

      

釣り人への安全指導          プレジャーボート利用者への安全指導 

 

２ 事故防止の呼びかけ 

   
釣具店での安全啓発活動     ラジオ放送による呼びかけ       道の駅での安全啓発活動 

 

３ 旅客船等への安全点検 

     

       遊覧船への安全点検             法定備品等の備付け状況確認 



愛知県, 

8人,29%

大阪府,

4人,15%
兵庫県南部, 

3人,11%
奈良県, 1人,3%

広島県, 1人,3%

福井県, 

5人,18%

京都府,

5人,18%

不明,

1人,3%

愛知県

3人, 27%

岐阜県

2人, 18%
広島県

1人, 9%

福井県

4人, 37%

鳥取県

1人, 9%

帰還不能

6人, 55%
海中転落

4人, 36%

病気

1人, 9%

釣り中

11人, 65%

磯遊び中

3人, 17%

ボードセーリング中

1人, 6%
その他

2人, 12%

ゴムボート, 

10隻,35%

モーターボート, 

9隻,32%

カヌー,

3隻,11%

手漕ぎボート,

3隻,11%

その他, 

3隻,11%

八管内のゴールデンウィーク期間中における
マリンレジャー活動に伴う海難状況

資料６－１

プレジャーボート等の船舶海難

船舶の種類 海難の内訳

活動内容 釣り中事故の海難内訳

合計11人

合計２８隻 合計２８隻

合計17人

平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年

海難隻数 ８（０） ４（０） ４（０） ６（０） ６（２）

過去５年間のﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等※の船舶海難［単位:隻］

※ ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等：ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ（ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ、ﾖｯﾄ、水上ｵｰﾄﾊﾞｲ等）及び遊漁船
※ 平成26年～平成30年の隻数は、民間救助機関に救助された船舶は除く

マリンレジャー活動に伴う人身海難

平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年

海難人数 ６（１） ０（０） ５（０） ２（０） ４（０）

過去５年間のﾏﾘﾝﾚｼﾞｬｰ活動※に伴う人身海難［単位:人］

※ ﾏﾘﾝﾚｼﾞｬｰ活動：釣り、ｻｰﾌｨﾝ、ﾎﾞｰﾄﾞｾｰﾘﾝｸﾞ、ｽｷｭｰﾊﾞﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ等の海浜における余暇活動及び
ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等による遊走等

（ ）は、死者・行方不明者数

（ ）は、死者・行方不明者数

船長の居住地

合計２８人

釣り中事故者の居住地

合計11人

管外来訪者

管外来訪者

運航不能：機関故障、推進器障害等

運航不能, 

18隻,64%

転覆,

5隻,18%

乗揚, 

2隻,7%

その他, 

3隻,11%

６割以上

５割以上



東京都

1人, 
100%

体調不良

1人, 100%

ボードセーリング中

1人, 100%

ゴムボート, 

4隻,44% 

クルーザー

ボート,

2隻,22%

モーター

ボート,

2隻,22%

カヌー,

1隻,12%

京都府沿岸のゴールデンウィーク期間中における
マリンレジャー活動に伴う海難状況

プレジャーボート等の船舶海難

船舶の種類 海難の内訳

活動内容 海難の内訳

合計１人

合計９隻 合計９隻

合計１人

平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年

海難隻数 ２（０） ２（０） １（０） ３（０） １（２）

過去５年間のﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等※の船舶海難［単位:隻］

※ ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等：ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ（ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ、ﾖｯﾄ、水上ｵｰﾄﾊﾞｲ等）及び遊漁船
※ 平成26年～平成30年の隻数は、民間救助機関に救助された船舶は除く

マリンレジャー活動に伴う人身海難

平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年

海難人数 ０（０） ０（０） １（０） ０（０） ０（０）

過去５年間のﾏﾘﾝﾚｼﾞｬｰ活動※に伴う人身海難［単位:人］

※ ﾏﾘﾝﾚｼﾞｬｰ活動：釣り、ｻｰﾌｨﾝ、ﾎﾞｰﾄﾞｾｰﾘﾝｸﾞ、ｽｷｭｰﾊﾞﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ等の海浜における余暇活動及び
ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等による遊走等

（ ）は、死者・行方不明者数

（ ）は、死者・行方不明者数

船長の居住地

合計９人

事故者の居住地

合計１人

管外来訪者

運航不能：機関故障、操船不適切等

運航不能, 

5隻,54%乗揚,

2隻,22%

転覆,

1隻,12&

その他,

1隻,12%
兵庫県南

部,

1人,12%

大阪府,

3人,34%

京都府,

5人,54%

４割以上

資料６－２



資料７ 
 

事故事例 

 

【船舶事故①】 

発見日時 平成３０年５月４日（金）  

午前５時５４分頃  

発見場所 京都府舞鶴市金ヶ岬２ｋｍ沖  

概   要 男性２人が釣りのために乗船していた 

プレジャーボートが転覆状態で発見され、 

男性２人が行方不明となったもの。男性 

２人は、いずれも後日死亡しているのが 

発見された。 

 

【船舶事故②】 

発生日時 平成３１年４月１４日（日） 

午前６時５５分頃 

発生場所 福井県福井市三里浜１ｋｍ沖 

概  要 カヤックで釣りをしていた４２歳男性 

    が、片舷側に後付けした船外機を起動し 

    ようとしてバランスを崩し、海中転落し 

     たもの。厚着をしていたため、身動きが 

とれず、カヤックの上に戻れなくなり、 

当庁に救助要請があった。 

 

【人身事故】 

発生日時 平成３１年３月３１日（日） 

午前５時３０分頃 

発生場所 鳥取県湯梨浜町羽合漁港防波堤 

概  要 男性二人が立ち入り禁止の防波堤に侵 

     入し釣りをしていたところ、１人が高波 

にさらわれ海中転落し、救助しようとし 

たもう１人も海中転落したもの。波にさ 

らわれた男性は付近にいた釣り人に救助 

され、後から転落した男性は自力で防波 

    堤に上がったものの、大腿骨骨折の重傷 

を負った。 

 

 

事故を起こしたカヤック 

揚収されるモーターボート 

事故が発生した防波堤 



 
八 交 対 第 ７ 号 
平成３１年４月２２日 

 
 別記各位 
 

第八管区海上保安本部交通部長 
 
 
   ゴールデンウィーク期間中における海の安全推進活動について（協力依頼） 
 
 惜春の候、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
 平素から海の安全推進活動につきましては、格段のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し

上げます。 
 さて、第八管区海上保安本部では、平成３１年４月２７日（土）から令和元年５月６日（月）

までの１０日間を春季大型連休安全推進活動期間として、海の安全推進活動を重点的に実

施することとしております。 
 ゴールデンウィーク期間中は、釣り人に係わる事故が多く発生することから、釣中の「海

中転落」、「ミニボート」や「カヤック」による事故の防止を重点的に啓発しております。 
 つきましては、添付資料を参考に傘下関係者及び一般の方々に対する海の安全推進に関

する周知等、特段のご配慮をお願いします。 
 
 添付資料 
  ・ＧＷ期間に注意が必要な事故の事例 
  ・釣中の海中転落に注意！（リーフレット） 
  ・ミニボート海難防止リーフレット 
  ・カヤックを安全に楽しむために（リーフレット） 
 
 
 
 ＜担当連絡先＞ 

第八管区海上保安本部交通部安全対策課 
    安全対策課長  近藤 正雄（内線２６４０） 

ＴＥＬ：０７７３－７６－４１００ 
ＦＡＸ：０７７３－７６－１７６８ 



別記

関係団体 報道機関

日本釣振興会　福井県支部 NHK丹後舞鶴支局

日本釣振興会　京都府支部 朝日新聞舞鶴支局

日本釣振興会　兵庫県支部 産経新聞舞鶴支局

日本釣振興会　鳥取県支部 毎日新聞舞鶴支局

日本釣振興会　島根県支部 読売新聞舞鶴支局

アキレス（株）　関西支社 京都新聞舞鶴支局

日本マリン事業部　中部支部 関西テレビ（KTV)

日本マリン事業部　関西支部 朝日放送（ＡＢＣ）

日本マリン事業部　中国支部 毎日放送（ＭＢＳ）

かめや釣具株式会社 読売テレビ（ＫＴＶ）

株式会社上州屋 福井放送

株式会社タカミヤ 福井テレビジョン放送

株式会社大藤つり具 サンテレビジョン

教育委員会 日本海テレビジョン放送

福井県教育委員会 山陰中央テレビジョン放送

京都府教育委員会 共同通信社京都支局

兵庫県教育委員会 ＦＭ福井

鳥取県教育委員会 ＦＭ京都（α－STATION）

島根県教育委員会 ＦＭ兵庫（Ｋｉｓｓ－ＦＭ）

ＦＭ山陰（Ｖ－ａｉｒ）

ＫＢＳ京都（京都放送）

朝日放送ラジオ

毎日放送ラジオ

山陰放送

ラジオ関西



事故事例 

 

【船舶事故①】 

発見日時 平成３０年５月４日（金）  

午前５時５４分頃  

発見場所 京都府舞鶴市金ヶ岬２ｋｍ沖  

概   要 男性２人が釣りのために乗船していた 

プレジャーボートが転覆状態で発見され、 

男性２人が行方不明となったもの。男性 

２人は、いずれも後日死亡しているのが 

発見された。 

 

【船舶事故②】 

発生日時 平成３１年４月１４日（日） 

午前６時５５分頃 

発生場所 福井県福井市三里浜１ｋｍ沖 

概  要 カヤックで釣りをしていた４２歳男性 

    が、片舷側に後付けした船外機を起動し 

    ようとしてバランスを崩し、海中転落し 

     たもの。厚着をしていたため、身動きが 

とれず、カヤックの上に戻れなくなり、 

当庁に救助要請があった。 

 

【人身事故】 

発生日時 平成３１年３月３１日（日） 

午前５時３０分頃 

発生場所 鳥取県湯梨浜町羽合漁港防波堤 

概  要 男性二人が立ち入り禁止の防波堤に侵 

     入し釣りをしていたところ、１人が高波 

にさらわれ海中転落し、救助しようとし 

たもう１人も海中転落したもの。波にさ 

らわれた男性は付近にいた釣り人に救助 

され、後から転落した男性は自力で防波 

    堤に上がったものの、大腿骨骨折の重傷 

を負った。 

 

 

事故を起こしたカヤック 

揚収されるモーターボート 

事故が発生した防波堤 



釣中の海中転落に注意!!

第八管区海上保安本部 問い合わせ先
交通部安全対策課 ℡0773-76-4100（代表）

・最新の気象・海象情報の入手（海の安全情報）
・海中転落に備え、救命胴衣を着用しましょう
・連絡手段確保のため携帯電話を携行しましょう
・行先や帰宅時間等を家族等へ連絡しておきましょう
・足元の滑りやすい箇所など危険箇所を事前に把握しましょう
・釣り場の状況に合った適切な装備品を着用しましょう

安全に楽しむために守ってほしいこと！

救命胴衣と携帯電話で命拾い！
夕方６時過ぎから一人で磯場

で釣中、大波を受け海中転落。

自力で陸に上がれず、所持し

ていた携帯電話で救助を求

め、陸から沖合い１００ｍの海

上を救命胴衣を着用して漂流

していたところ救助された。

17人
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11人
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死亡 生存

救命胴衣と死亡率

事故者

死亡率

磯場からの海中転落

海の安全情報

救命胴衣着用 救命胴衣非着用







※船体の長さが３メートルを超えるもの、船外機の出力が１．５
キロワットを超えるもののどちらかにあてはまる場合は、小型船
舶に該当するため、検査と免許が必要になります。

楽しむために

第八管区海上保安本部 問い合わせ先
交通部安全対策課 ℡0773-76-4100（代表）

カヤックに小さい出力の船外機を取り付けて
楽しむ方も増えています。

船外機の取付場所がないカヤックに、取付金
具等で船外機を取り付けるのはメーカーが推奨
していません。

船体横に取り付けた船外機を扱う際にバラン
スを崩して海中転落した事例もありますので十
分に注意して下さい。

船体横に船外機を取り付けたカヤック

こんなカヤックも・・・

■ 最新の気象情報を入手しましょう

■ 正しい知識・技能を習得しましょう

■ 適正な服装・装備品を準備しましょう

■ 自らの安全を確保しましょう

事故防止のため、以下のことに気をつけましょう

ウォーターアクティビティの総合安全情報サイト

「ウォーターセーフティガイド」
https://www6.kaiho.milt.go.jp/info/marinesafety/00_totalsafety.html

詳しくはこちら

カヤックを安全に



問合せ先 

舞鶴海上保安部 交通課長  

大嶽 範恭（おおたけ のりやす） 

ＴＥＬ ０７７３-７６-４１２０  

 
 

 

 

 

平成３１年４月２５日 

                        舞 鶴 海 上 保 安 部 

 

経ケ岬灯台の一般公開について 

海上交通の安全を守り続け、昨年で１２０周年を迎えた歴史ある経ケ岬灯台か

ら、日本海の眺望を満喫していただくとともに、海上保安業務の重要性について理

解を深めていただくため、下記のとおり一般公開を行います。 
 

記 

１ 経ケ岬灯台の一般公開のお知らせ 

（１）日 時 平成３１年５月６日（月） １０：３０～１５：００ 

     ※受付は１４：３０で終了いたしますのでご注意ください。 

  ※天候不良または海難等発生の際は中止となることがあります。 
 

（２）場 所  経ケ岬灯台（京丹後市丹後町袖志） 
 

（３）行 事 

① 灯台施設内部の公開 
② 八管カード（経ケ岬灯台）、灯台絵はがき、パンフレット等の無料配布 

 

（４）経ケ岬灯台 
経ケ岬灯台は、明治３１年（１８９８年）１２月２５日に点灯した明治時 

代に作られた現存する６４基の灯台の一つで、その中でも歴史的価値が高い灯台

としてに分類されています。 
使用しているレンズは、日本最大級の第一等フレネルレンズ（高さ約２．８

ｍ、直径約１．８ｍ、重量約５トン）で、現在、全国５箇所（犬吠埼・室戸岬

[五管区]・角島[七管区]・経ケ岬[八管区]・出雲日御碕[八管区]）の灯台にしかな
い貴重なレンズです。 

 

（５）その他 
階段が狭く急峻ですので、ハイヒールやサンダル履きでの入場はご遠慮願いま

す。 

 







問合せ先 

舞鶴海上保安部警備救難課  

警備救難課長 奥野 哲也 

ＴＥＬ ０７７３-７６-４１２０  

 
 

 

 

 

平成３１年４月１７日 

                        舞 鶴 海 上 保 安 部 

 

 

ゴールデンウィーク期間中における旅客船ターミナル等の警戒について 

 

舞鶴海上保安部では、多数の旅行客が見込まれるゴールデンウィーク期間中におい

て、船舶交通の安全確保、不審事象の早期発見、海上犯罪防止の強化を図ると共に、

海事関係者等に対して、自主警備、不審物への警戒強化等の要請を行うこととしてお

ります。 

 その一環として、下記のとおり、旅客ターミナル及び舞鶴・小樽間を就航するカー

フェリーを重点対象として、「旅客船ターミナル等の警戒」を実施し、その模様を公

開しますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１ 旅客ターミナル等の警戒 

（１）実施日時 

平成３１年４月２６日（金）午後１１時１５分から出港までの間 

（２）実施場所 京都府舞鶴市字浜小字浜 前島ふ頭フェリーターミナル 

（３）実施内容 出港前の舷門の警戒 

※フェリー運航上の都合により、延期又は中止になる場合があります。 

２ 取材について 

取材を希望される方は、平成３１年４月２４日（水）までに別添の取  材

申込票を当保安部警備救難課（０７７３－７６－４１２１）あてにＦＡＸ送付

してください。 

また、当日（２６日）は可能な限り、午後１１時００分までに上記ターミナ

ル１階フロアにお集まりください。 

 

 



        

平成  年  月  日 

 

取 材 申 込 票 
 

ゴールデンウィーク期間中における旅客船ターミナル等警戒について 

 

１ 実施日時・場所 

  平成３１年４月２６日（金）午後１１時１５分から出港までの間 

  京都府舞鶴市字浜小字浜 前島ふ頭フェリーターミナル 

※フェリー運航上の都合により、延期又は中止になる場合があります。 

 

２ 取材について 

  取材を希望される方は、平成３１年４月２４日（水）までに取材申込票を当保安部警備救難

課あてにＦＡＸ送付してください。 

  また、当日は可能な限り、午後１１時００分までに上記ターミナル１階フロアにお集まりく

ださい。 

 

 

社 名                    

 

 

氏 名                    

 

 

連絡先                    

 

 

ＦＡＸ番号                  

 

舞鶴海上保安部 

                 警備救難課 担当 西郡 

                 電 話 0773-76-4120（内線 3753） 

                 ＦＡＸ 0773-76-4121 

 

 

 



問合せ先 

海上保安学校 事務部  

総務課長 面 浩一郎 

ＴＥＬ ０７７３-６２-３５２０  

 

 

 

 

平成３１年４月２５日 

     海 上 保 安 学 校 

 

 

 
海上保安学校春季行軍訓練の実施について 

 

海上保安学校では令和元年５月１６日、心身の鍛錬を図り、協調性を高め、団体行

動の基本を体得させることを目的に、全学生約６４０名が集団で長距離を歩行する行

軍訓練を下記のとおり実施しますので、お知らせします。 

                    

記 

１ 実施日時 

平成３１年５月１６日（木）※予備日５月１７日（金） 

午前８時１５分から午後５時１５分まで 

訓練に先立ち、午前８時２０分頃から校内において、訓練指揮官 木

室 貴行（きむろ たかゆき）教育訓練部長が学生に対し訓示を行いま

す。（撮影可） 

  

２ 訓練行程（別添参照） 

当校（雁又トンネル経由）→引揚記念公園→舞鶴自然文化公園→ 

青葉山ろく公園→しおじプラザ(雁又トンネル経由)→当校 

（全行程約４０ｋｍ） 

 

３ 参加予定人員 

   全学生約６４０名（内女子学生約１００名） 

   

４ 取材について 

   取材希望がありましたら、５月１３日（月）午後５時までに、総務課庶務係（担

当 新田）あて連絡願います。 

 

５ その他 

当日の天候等により訓練が中止となる場合は、午前７時までに連絡いたします。 

 

 



海上保安学校

分隊毎に行軍を実施することで、心身の鍛錬を図るとともに、協調性を高め団体
行動の基本を体得させることを目的としています。



海上保安学校

訓練整列の後、訓練指揮官（教育訓練部長）により訓示が行われます。



海上保安学校

分隊毎に往復約４０Ｋｍの行軍訓練がスタートします。



海上保安学校

学生達は指定されたチェックポイントで昼食をとり、ゴール地点である海上保安学校を
目指し再び歩き始めます。



海上保安学校

学生達はみんなで声をかけあい、脱落者がでないよう励ましあいながら先へ進み
ます。



海上保安学校

学生は各分隊の班員が一丸となり、全行程を踏破します。



定点警戒位置（ルートの安全確保）　、各ＣＰ（チェックポイント）教官にて時系列、人員確認など

平成３１年度行軍訓練経
別紙 1

舞鶴自然文化

園

１６．１ｋｍ

ＣＰ２

昼食・トイレ

引揚記念公

園

１１．０ｋｍ

ＣＰ１

トイレ

しおじプラザ

３３．３ｋｍ

（５．９ｋｍ）

ＣＰ４

トイレ

海上保安学校

４０．０ｋｍ

ＣＰ５

スタート・ゴール

青葉山ろく公園

２６．４ｋｍ

ＣＰ３

トイレ


